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Ⅱ－２　雨水（浸水）対策計画

（１）雨水管理総合計画の策定の推進について
　近年の雨の降り方の局地化・集中化・激甚化や都市化の進展等に伴い、多発する浸水被害への対応を
図るため、平成 27 年 11 月 19 日に下水道法を含む「水防法等の一部を改正する法律」が施行され、ソ
フト・ハードの両面からの水害対策を強化する制度改正が行われた。

　地方公共団体においては、「雨水管理総合計画策定ガイドライン（案）」（平成 28 年 4月国土交通省）
を参考に、浸水シミュレーション等による浸水リスク評価を踏まえ、下水道による浸水対策を実施すべ
き区域や既存施設を最大限活用した対策等を定めた「雨水管理総合計画」を策定し、効率的かつ総合的
な浸水対策の実施を図ることとしている。

（２）浸水被害状況について
　県内における近年のゲリラ豪雨等による浸水被害について、代表的な事例を以下に示す。

  

糸島市前原地区（H22.7） 春日市大谷地区（H25.8） 久留米市御井地区（H30.7）
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（３）浸水対策の整備状況について
　本県の浸水対策に対する整備状況を以下に示す。
　１）公共下水道（雨水）

　２）都市下水路（参考）
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（４）県としての取組
　県においても、市町村の浸水対策を促進するために以下の取組を行っている。

　①　浸水対策に関する情報提供・助言等
　県は市町村に対し、日頃より浸水対策に関する計画・事業実施等への助言、また国や関係機関等
からの情報提供を行っているが、別途以下のような場において、関係市町村に対し積極的に助言や
情報提供等を行うことで、市町村の浸水対策を促進させるよう努めている。
　（主な情報提供の会議等）
　・全国町村下水道推進協議会福岡県支部総会（例年 4～ 5月頃開催）
　・福岡県内市下水道推進協議会総会（例年 6～ 7月頃開催）　　　
　・全国町村下水道推進協議会福岡県支部研修会（例年 10～ 11 月頃開催）
　・福岡県内市下水道推進協議会研修会（例年 12～ 2月頃開催）
　・福岡県版下水道場（とびうめ下水道場）（例年 2回開催）・・・・・・・・・（P190,191）
　・福岡県雨水対策研究会（あめんたい）（例年 1～ 2回開催）・・・・・・・・（P191,192）

　②　浸水対策に関する整備進捗への働きかけ
　浸水対策への整備進捗を図るために、浸水に関する指標により目標値設定を行い、県で進捗管理
を行うことで、早期の浸水解消ができるよう努めている。関係する指標及び目標値については以下
のとおりである。

◇第4次社会資本整備重点計画《対象：全国》
１）下水道による都市浸水対策達成率　　　　　　　（目標値）約 56％（H26）→約 62％（R2)
２）最大クラスの洪水・内水に対応したハザードマップを作成・公表し、住民の防災意識向上に

つながる訓練（机上訓練、情報伝達訓練等）を実施した市区町村の割合
（目標値）　－　％（H26）　→　100％（R2)

◇九州ブロック社会整備重点計画《対象：九州》
１）下水道の都市浸水対策達成率　　　　　　　（目標値）約 61％（H26）　→　約 66％（R2)
２）過去 10 年に床上浸水被害を受けた家屋のうち未だ浸水のおそれのある家屋数

（目標値）約 7.5 千戸（H26）　→　約 3.8 千戸（R2）
３）最大クラスの洪水・内水に対応したハザードマップを作成・公表し、住民の防災意識向上に

繋がる訓練（机上訓練、情報伝達訓練等）を実施した市区町村の割合
（目標値）　－　％（H26）→　100％（R2)

◇国土強靱化アクションプラン2016《対象：全国》
１）最大クラスの内水に対応したハザードマップを作成・公表し、住民の防災意識向上につなが

る訓練（机上訓練・情報伝達訓練等）を実施した市区町村の割合
（目標値）　－　％（H26）　→　100％（R2）

２）下水道による都市浸水対策達成率　　　　　　（目標値）約 57％（H27)　→　約 62％（R2）
◇福岡県地域強靱化計画《対象：福岡県》
１）下水道の都市浸水対策達成率　　　　　　　　　（目標値）69.4％（H29）　→　73.4％（R3)
２）内水ハザードマップを作成・公表し、防災訓練等を実施した市町村の割合

（目標値）72.2％（H29）　→　100％（R3）


